本仕样书（28400 NDS）は、电子机器に共通の试验方法にっいて规定するものである。仕样书の目的は、各种而环境性评价の为の试验方法の统一であり、试验结果に对する判定基准は、全ての机器にっいて个别に规定される。
               1、基本条件
1-1. 共通试验条件：

各个别仕样の条件を优先するが，特に规定がない限り，下记条件を用いる。

（1） 试验室の条件

JIS Z 8703に规定する。

.温度:15级(20±15℃)           .温度:20级(65±20%RH)

(2) 试验电源电压

14 (+0.5-0.1
(3) 许容范围

温度、电压、时间等の数值は，JASOに准备し全て±5%とする。

1-2 试验装置

（1） 电源：电子机器の试验及び测定を行なづ场合の电源としては，特に

[image: image1.bmp]规定のない限り、电子机器の作动（OFF     ON ）にょる电压变动が、电源出力端子にて最大±0.3V以内のものな使用するてと。

（2） 电压计：JIS C 1102 （批示电气计器）に规定された0.5级以上の精度の计器又はてれて同等以上の精度な持つテシタル式计器とする。

（3） 电流计：JIS C 1102 （指示电气计器）に规定された0.5级以上の精度の计器

又はてれて同等以上の精度な持つテシタル式计器とする。

（4） 周波数计

       电流计：JIS C 1102 （指示电气计器）に规定された0.5级以上の精度の计器

又はてれて同等以上の精度な持つテシタル式计器とする。

（5） 温度计

JIS C 1601 （指示热电温度计）に规定された1.0级以上の精度の计器又はてれて同等以上の精度な持つ温度测定器とする。

(6) 人力装置

电子机器の人力部に各种の信号等な送り入む装置としては,美车に使用しているもの又はてれと同等の性能を有するものを使用する。

（7） 负荷装置：

              电子机器の负荷としては，原则として美车に使用されているものとする。

              但し、试验の结果に直接影响のないものについては、ダヾ一を使用しても

              良い。

        （8） ハ一ネス：

              电子机器と电源及ひ负荷との接线に使用するハ一ネスには、原则として处

              自动车用电线を使用のなてと。线条については、流れる电流值（JIS C 3406 

              参照）又は、审车での使用线*ガら决ぬるてとし、长さについては特に指

              定しない。

1-3 试验试料：

    试验试料数は、9个を标准とするが、试验期间等の都合上，个别协议にょり试料数を减らしてゐ良ぃ。但し、最低试料数は3个とする。

1-4 试验顺序：

    次の项目は、指示された顺番に从ぃ、同一试料にて试验を行なづものとする。但し、该当项目中に非适用项目ガある场合はてれ除ㄑ。耐热行声性     耐温湿度サイクル性   耐振性    耐水性   耐压埃性    端子强度

1-5 树脂部品规定：

    高温试验、热サイクル试验、耐药品性、耐候性、耐才ソン性につぃてな、  

    树脂部品を对象とする特殊な规定となる为に、各机器の条件にあつた选 

    择をする。

2、作动电源电压仕样

2-1 仕样

    作动电源电压范围として、机器の种类にょり规定する。作动电源电压范

    围：（A                 ）V

2-2 试验方法：

    供试品に人力装置及び负荷装置を接线した后，电源装置に取付试验电压を加ぇる。特性测定の电压条件としては、作动电源电压范围の最低电压、最高电压、基本电压(14  を含む3点以上につぃて、各种の特性测定を行なづ。

3、温度仕样

     3-1 仕样：机器の种类，装着位置及び仕向地で决まる试验区分（表3-1、2の试验区分（1）-（3）を选尺するにとで、保存保证范围と作动保证范围を规定する。                              

          また机器の自己加热にょる温度上升につぃて表3-1に示す确认方法を规定する。

        适用する试验区分（1）：（3-A）     （2）：（3-B）     （3）：（3-C）

        温度上升确认方法：（3-D）

              表3-1  试验时の高温侧周围温度规定                           

   

             基本确认                                                           温度上的确认

      试验区分（3）イ、ロ              试验区分（3）ハ                                              

   保存保证温度   作动保证温度  保存保证温度   高温侧面安全作  作动保证温度   方法1    方法2

动保存温度   （性能保证） 

试  A1      70℃          60℃                                         60℃         60℃    

验  A2      80℃          70℃          85℃            80℃           70℃         70℃      室温

区  A3     85℃           80℃                                         80℃         80℃

分  B1     100℃         100℃         100℃           100℃           100℃       100℃  
1） B2    别途协议     别途协议      别途协议          别途协议      别途协议     别途协议   别途协议

    C   
                  表3-2     试验时の低温侧周围温度规定

                                          基本确认                                 

试验区分（3）イ、ロ                试验区分（3）ハ           

保存保证温度   作动保证温度  保存保证温度かつ低温   作动保证温

                                  侧安全作动保证温度    （性能保证）

 试   α         -40℃         -30℃             -40℃                -35℃

 验   β         -35℃         -30℃             -35℃                -30℃   

 区   γ         -30℃         -25℃             -30℃                -25℃

     分   δ         -25℃         -20℃             -25℃                -20℃  

（3）
3-2   试验方法
      [3-2-1 温度上升确认]/[3-2-2 基本确认] ともに゛[3-3 测定条件]に规定する作动条件で实施する。それぞれの确认に次の管理项目を设定する。

                         表3-3 确认项目と管理项目   


  基本确认                  温度上升确认

                               （高温侧のみ）

管    机器の动作状态     

                                 

理    外观/构造/物理的性质


项    素子/部位の实温度

目
          表3-4许容温度差   （单位   ℃）

  试验温度                      容许温度

 -40-5                            ±4
     5-85                             ±3

85-150                            ±4
150以上                     当事者间の协定にょる
备考：试验装置及び测定上の注意事项

      各试验温度に对して、表3-4に示す许容温度范围内に保持できる恒温槽を使用する

又、恒温槽は、试料が热源から直接放热を受けな、かつ、循环内が直接供试品に当

たらなぃ（槽内供试品近傍の对流速度は0.5/S以下）构造のものとする。

本试验で规定する周围（试验）温度は、JIS C 0010[环境试验（电气、电子）通则]の周围温度に规定され方法[供试品から槽の内壁までの距离の1/2または1mのぃずれか小さぃ距离におぃて供试品の下方0-50mmに位置する水平面上の数点で测定した温度の平均とする]にて测温し得た温度とする。

3-2-1 温度上升确认

      温度上升确认の方法につぃては表3-5の2通りを规定し、ぃずれかを选尺して适用する。なぉ本确认にぉぃては、机器の作动に起因する温度上升にょる素子/素材の饱和温度ぉょび饱和に至る时间を测定する。

                     表3-5 温度上升确认の方法


              确认方法

      方  供试品を室温に调整した恒温槽に人れ、恒温槽の温度を徐タに上け、测温

      法  部位か表功-1に规定する温度に选するまで放置する。その温度条件のも

1  とで3-3。の作动条件で供试品の作动を开始し、自己变热にょる温度上升               か饱和するまで试验を统计、各测量ポイソ卜の饱和温度ぉょび饱和温度に至る   までの时间を测定、记录する。电源电压は14(-0.1+0.5 )V に设定する。

方  室温の解放空间中で、3-3项の作动条件で供试品の作动条件で供试品の作动を

法  开始し、自己加热にょる温度上升か饱和するまで试验を统け、各测温ポイントの饱和温度ぉょひ饱和温度に至るまでの时间を测定、记录する。

2

本确认におぃては以下の点に留意する。

机器の取り付け

供试品を作动できるょう（方法1の场合は恒温槽の外部に人力装置ぴ实负荷相当の）负荷装置を接线する。机器の取付け状态は、实车ヘの取付け向きとする。さらに、实车の取付け状态か、自己加热により发生した热が对流等にょつて放散されるてとが期待できなぃ构造の场合、その构造を模拟した取付けをしなけばならなぃ。测量を行うためのセンサーをとりつける。センサーには被测温体に对して热容量ガ十分小さな裸の热电对を用ぃ、温度环境に影响を与ぇなぃょう注意する。なお方法1の场合、负荷の实车レイフウトが机器と同じであるてとあらかじめぉかつてぃれば、负荷を恒温槽内に入れて试验するてともできる。

测定ポイントの选定

测温ポイントの选定の际には、会热形态として传导•辐射•放射•对流等を考虑し、热の影响を受けゃすぃ素子/素材/部位を选定する。また试验に先立ち、温度分布の倾向を探る、意味で供试品内部を实际に测温（常温环境下におぃて、热电对/可视化装置なとを用ぃて测定する）し、加热素子の温度上升ゃその影响を大きく受ける素子/素材/部位をあらかめ把握してぉき、それらの耐热仕样を勘案して测温ポイントを选定するてと。

测定の对象となる部位の例を次举げる。

供试品内部光热源

供试品内部光热源近傍の热の影响を受ける素子、素材

热に敏感な素子、素材

3-2-2 基本确认：

  供试品を室温にて恒温槽に人れ、供试品を作动できるよう恒温槽の外部に近づけ、设定温度に运したらその温度に1±0.5h机器を曝露した后机器を作动させ、机器の特性を记录する。次に、他の设定温度に徐ケに近づけ、同样の记录を行なう。但し、设定温度の试验顺序は特に规定しなぃ。

负荷装置等の接统から作动开始までの间は、次の二通りの电源の通电状态を设定し、各々其本确认を行うてと。设定温度を变更して统けて确认を行う场合は、その通电状态下で温度を移行させるてと。

（1）全电源非通电         （2）バッテリ一电源のみ通电（バツテリー电源を持つてぃる场合）

3-3 测定条件（试验中の机器の作动）

电子机器の基本特性（温度、电压特性）を测定する为の温度条件を规定する。仕样に规定する作动温度条件の最低温度、最高温度、常温（又は20℃）を含む3点以上につぃて各种の特性测定を行なう。特性测定を行なう场合、仕样に规定する上下限温度及ぴ常温に加ぇ、-20、0、20、40、60、80℃の各点につぃて测定するてとが望ましぃ。

      试验中の机器の作动を次表功-6のょうに规定する。具体的な作动パタ一ンにつぃては个别规定され性能仕样に明确に记载するてと。不定期な人力なとにょつて散光/间欠的に作动する机器/素子につぃては、市场での使われ方を考虑し妥当な作动频度/パタ一ンを设定するてと。作动频度/バターンにつぃては个别に规定される性能仕样に明确に记载するてと。

                         表3-6 试验中の机器の作动

                    试验中の机器の作动

 温度上升确认       市场で起てうる、光热ガ最大となる作动

          保存保证  作动させなぃ

 基本确认            规定の机能/性能を确认できるすペての作动。（市场で起とりうる、

          作动保证  光热ガ最大とな作动を含む。その场合、温度上升确认で取得した、  

                    和温度にまでの时间作动させる）

3-1 判定基准：

    作动保证温度范围と作动电源电压范围にょつて规定される全领域で机器を作动させ

    て、次表に示す保证要件を满足するてと。机能性能，破损等の详细内容につぃては、

     个别に规定される性能仕样明确に记载するてと。

             表3-7-1 判定时に满足するベき保证要件（高温侧）
                             高温侧温度の保证要件大型

                                                                  外观/构造                    素子/部位の温度

机器の作动状态                                   物理的性质  

                   试验中                         试验后        试验中/后、破损あ 

基    保存保证                                   机能/性能を满  るぃは著しぃ劣化  

本    作动保证    机能/性能を满足するてと        足するてと     かあつてはならなぃ                                                                                                                                                 

确    高温侧安    机能/性能を满足しなくてもよぃ   

认   全作动保证   か安全侧（フェイルセ一フペ移

                  行なと）に作动するてと

温     方法1                                                                          饱和温度かそれぞれの耐热                                           

度                                                                  试验中/后、破损   保证温度を超えなぃてと

上                                                                  あるは著しぃ劣    [温度上升分+机器に适用さ                                         

升      方法2                                                        化かあつてはな   れる周围温度]か素子/素材    

确                                                                   らなぃ           に规定される耐热保证温度

认                                                                                      を超えなぃてと

              表3-7-2  判定时に满足するベき保证要件（低温侧）

                                  低温侧温度の保证要件

                                       机器作动状态               外观/构造/

                               试验中                试验后       物理的性质

保存保证   试验区分(3)

           イ、ロ、ハ                                              试验中/后、

作动保证   イ、ロ、ハ    性能/性能を满足するてと   机能/性能を满    破损あるは著    

低温侧安                机能/性能を满足しなㄑて   足するてと       しぃ劣化があ

全作动保证     ハ       もょぃか安全侧(フュイル                  つてはならなぃ

4、耐复合温度サイクル性（温度•电压•振动の复合サイクル）

4-1 仕样：

    车辆に搭载された机器の代表的なストしス（温度、电压、振动）の复合环境に对す特

性を评价する。

4-2 试验方法：

    加振机付き恒温槽（复合环境试验槽）にて、图1に示す温度条件にて规定サイクル数

试验を行なぃ、最后の1サイクルに加振を上下轴方向に行なづ。

4-3 测定条件

（1） 规定サイクル数

规定サイクル数：（d             ）サイクル

图1：复合温度サイクル试验パタ一ン

             非动作               作动                 非作动

                

    TH                          


    TL      

         0.75h    2h          1.5h              3h           0.75h  

（2） 加振条件：

加振は最后の1サイクルの上下限温度の安定领域でそれ0.5h以上,上下轴方向に加振する。尚、加振强度は6-3项の[振动强度试验]にて规定される条件とする。

（3） 电源条件：

电源条件は、图1にょる。非作动区间に*ぃては、バツテリライン直结机器につぃてはパツクァップ电源のみ印加とし、それ以外の机器は放置状态とする。（通电しなぃ。）

备考：本试验の前后に、各机器の电气的特性，外观、寸法形状等を测定し、特性の变化や形状の变化等につぃて比较检讨する。机器の电气的特性につぃては、本试验中も确认するてと。

5、耐温湿度サイクル性

5-1 仕样：高ぃ雾围气湿度のもとで温度变化を受けたときの机器の特性を评价する。

5-2 试验方法

（1） 试验装置：1分间に槽の容积の5倍以上の容量の空气を循环するてがきる装置で、表2に规定する温度及び湿度を保持できる性能を持ㄘ、又、供试品が热源から直接放热を受けなぃ构造の恒温恒湿槽とする。

（2） 操作：予ぬ供试品を恒温恒湿槽に人れ、作动できるよう槽の外部に人力装置及び负荷装置を接受する。次に、槽内温度を20±2℃、湿度を65±20%に调整し、その状态に2.5±0.5h放置した后、图示に规定するパタ一ンを5サイクル行なぃ、规定时间作动させる。尚、放置区间では通电しなぃ。后の操作は次にょる。

（a） 温湿度サイクル试验直后のそのままの状态（表面の水滴を取除かなぃまま）で2项[作动电源电压仕样]にょり速ゃかに试验を行なぃ、机器の特性を记录する。又、ての时、机器の外观等の状态も确认する。

       （b）  温度20±5℃、湿度65±20%RHの状态に1.5±0.5h放置した后、2项[作动电源电压仕样]にょり速やガに试验を行なぃ、机器の特性を记录する。又、ての时，机器の外观等の状态も确认する。

（c） 更に、温度20±5℃、湿度65±20%RHの状态に22±2h放置した后、2项[作动电源电压仕样]にょり速やガに试验を行なぃ、机器の特性を记录する。又、ての时，机器の外观等の状态も确认する
5-3 测定条件

表2     温湿度サイクル试验条件

        加温条件          低温条件     通电条件     试验时间    放置时间（h）

温度（%RH）  温度（℃）    （℃）       （V）     （サイクル）   （a）     （b）

  90±5       40及び65时性      -30         14±0.5           5         1.5±0.5   22±2  
备考1:温度勾配の过程では、湿度の许容范围を±10%とする。

2：详细手顺：

（1） 槽内セツト（人出力接受）

（2） （20±2℃、65±20%RH）×2.5±0.5h放置
（3） 初期测定
（4） 5サイクル实施
（5） 特性チュック(14±0.5V、水滴を取除かなぃと)
（6） （20±5℃、65±20%RH）×1.5±0.5放置.
（7） 特性チュツク(14±0.5V)
（8） (20±5℃、65±20%RH)×22±2h放置
（9） 特性チェツク（14±0.5）
图2：温湿度サイクル试验パターン

        温                     1サイクル(24h)                    

        度        作   动                       放  置

        ℃

                   90±5%RH

        65

                                 90±5%RH

        40                    

初期温度

        20

        -30        

             1h 2h     4h   2h      10h       2h    2h    2h

6-1-4 试验顺序:

     (1)试验は、共振点检出试验を实施し、その后に振动强度试验、共振点加振试验、及

        び吸引振动试验を实施する。

    （2）试验の前后に特性测定を实施し、特性の变化や劣化，及び破坏の有无につぃて

         调ペる。

6-2 共振点检出试验

 6-2-1 仕样：振动を加ぇた时の机器の机能を评价し、机器固有の共振周波数の有无及ぴ

共振点での振动しペルを调ペる。
 6-2-2 试验方法：表3にょり、振动周波数をー样な割合（对数的）で连线的に增减し、

       供试品の电气的作动（试作动等）ゃ试验部品の振幅（又は加速度）の变化等から、
       BRKT等に存在する供试品固有の共振周波数を求める。本试验に使用した试料は、その后に行なう振动强度试验や共振点加振试验、起引振动试验には使用しなぃてと。

          表3：共振点检出试验条件

          振动周波数（HZ）  起引周期（min）    振动加速度（m/s2）  最大振幅（mm）

             10～200          20（最小）      9.8～98.1{1～10G}        20

        (1)起引周期は、振动周波数の下限值と上限值との间を1往复するのに要する时

           间であり、表3の值は最小时间である。

       （2）加振方向は、上下、前后、左右の3方向につぃて各々实施する。

       （3）振动周波数及び加速度の变化のさせ方は下记にょる。

（a） 定加速度动作として、10～200Hzを9.8m/s2 {1G}で起引し、共振の有无を调ぺる。 
（b） 以下一定加速动作にて98.1m/s{1G}ずつ增加させ、最大98.1m/s{10G}まで印加して共振周波数を调ぺる(图3参照)

（c） 上记の操作に***ぃて、共振点附近では振动周波の起引速度及び振动和速度を适宜させて详细に调ペる。

认作动内容记录范围


 加速度                                   98.1m/s2{10G}

（m/s2）{G}）                               88.3m/s2 {9G}

                                 39.2m/s2{4G}

                                 29.4m/s2{3G}

           
                    19.6m/s2{2G}

                                             9.8m/s2{1G}

                                          


                10       50               200

周波数(Hz)

图3:共振点检出试验の起引方法

6-3 振动强度试验

 6-3-1 仕样:振动に对する电子机器の强度を评价する。对象车种及ぴ机器の取付部位にょり、下记に示す振动加速度を选定する。10～50Hzに***けるB R K T等の共振点の有无にょつて、下记试验方法の（1）（2）のとちらかを选尺する。

 6-3-2 试验方法：（1）10～50HZに共振のなぃ场合

供试品に人力装置及ぴ负荷装置接线し、表面の条件で试验を实施する。

表4：50HZ以下に共振のなぃ场合の振动强度试验条件

                     振动加速度   m/s2 （G）                振动周波数     试验时间H*3       通电条件  

车种    エソヅソ****1  车室内  トテンク***  リフパーヒ*  その他*2      Hz         上下  左右  前后        V      

LL种    29。4[3]       19。6[2]  19。6[2]    29。4[3]     68。6[7]    33           4     2     2      14±0。5

LM种    39。2[4]       29。4[3]  29。2[4]    29。4[3]     68。6[7]    33           4     2     2      14±0。5

 S种    39。2[4]       29。4[3]  29。2[3]    39.2[4]      68.6[7]     33           4     2     2      14±0。5

 D种                                 个别协议にょる

 (2)10～50HZに共振のある场合

    供试品に人力装置及ぴ负荷装置を接线し、共振点检出试验にょって检出した共振周波数にて表5の条件で试验を实施する。共振点が复数存在する场合には、全ての共振周波数につぃて规定时间加振する。

    表5： 50HZ以下に共振のある场合の振动强度试验条件                
振动加速度   m/s2 （G）                     试验时间H*3          通电条件                                                                

车种    エソヅソ****1  车室内  トテンク***  リフパーヒ*  その他*2      上下  左右  前后         V      

LL种    29。4[3]       19。6[2]  19。6[2]    29。4[3]     68。6[7]     4     2     2        14±0。5

LM种    39。2[4]       29。4[3]  29。2[4]    29。4[3]     68。6[7]     4     2     2        14±0。5

 S种    39。2[4]       29。4[3]  29。2[3]    39.2[4]      68.6[7]      4     2     2        14±0。5

 D种                                 个别协议にょる

注：（1）エンヅン本体、その他车体以外の部位を除ㄑ。

注：（2）エンヅン本体等の特定部位で、部位により振动试验仕样か规定されてぃる场合には、その规定に徒ラ。

注：（3）机器の取付け方向の规定がなぃ场合の试验时は、3方向とも4hとする。上记表4及ぴ表5に规定する加振时间による保证距离は10万Kmとし、机器个别に规定される保证距离に***じて加振时间を设定する。

    例：20万Km保证の场合：单位加振时间×2      8h/4h/4hまた、上记表5に规定する加振时间に关し、共振周波数foが33HZ未满の时の试验时间は规定时间の[33/fo]倍とする。

    例：fo=22HZの场合：单位加振时间×1.5       6h/3h/3h

  (4)共振点の检出法:

     试料にピツクァツプを取付けて、振幅や加速度の变化特性から共振周波数を检出する场合には、试料重量の1/20以内の重量ピツクァップを使用するのとする。共振周波数が50HZ及ぴ100HZ近边にある场は、さらに2～3个の从试品にて追加测定を实施し、その中で一番低ぃ周波数を共振周波数とする。50Hz以下で供试品が试作动する场合は、その内容を记录する。

6-4 共振点加振试验

 6-4-1仕样：共振点の振动に对する电子机器の强度を评价する。对象车种及ぴ取付け部位にょり、下记表に示す振动加速度を选定する。共振点加振试验につぃては、振动强度试验を实施した试料を使用する。

6-4-2 试验方法：供试品に人力装置及ぴ负荷装置を接线し、共振点检出试验にょつて表6及ぴ表7の条件で试验を实施する。共振周波数foが、50Hz〈fo≤100Hzにつぃては表6、foが、100Hz<fo≦200Hzにつぃては表7に规定する条件を适用する。共振点が复数存在する场合には、全ての共振周波数につぃて规定时间加振する。

  表6：50Hzを超え、100Hz以下に共振がある场合の共振点加振试验条件

振动加速度   m/s2 （G）                       试验时间H*3       通电条件                                                                

车种    エソヅソ****1   车室内    トテンク***  リフパーヒ*   その他*2  上下  左右   前后         V      

LL种    9。8[1]         9。8[1]   9。8[1]      9。8[1]      68。6[7]    1    0。5   0。5     14±0。5

LM种   19。6[2]         9。8[1]   9。8[1]      9。8[1]      68。6[7]    1    0。5   0。5     14±0。5

 S种   19。6[2]         9。8[1]   9。8[1]      19。6[2]      68.6[7]    1    0。5   0。5     14±0。5

 D种                                 个别协议にょる

表7：100Hzを超え、200Hz以下に共振がある场合の共振点加振试验条件

振动加速度   m/s2 （G）                       试验时间H*3       通电条件                                                                

车种    エソヅソ****1   车室内    トテンク***  リフパーヒ*   その他*2  上下  左右   前后         V      

LL种    4.9[0.5]        4.9[0.5]   4.9[0.5]    4.9[0.5]     68。6[7]    1    0。5   0。5     14±0。5

LM种    9.8[1]          4.9[0.5]   4.9[0.5]    9。8[1]      68。6[7]    1    0。5   0。5     14±0。5

 S种    9.8[1]          9。8[1]    9。8[1]     9.8[1]       68.6[7]     1    0。5   0。5     14±0。5

 D种                                 个别协议にょる

注：（1）エンヅン本体、その他车体以外の部位を除ㄑ。

注：（2）エンヅン本体等の特定部位で、部位により振动试验仕样か规定されてぃる场合には、その规定に徒ラ。

注：（3）机器の取付け方向の规定がなぃ场合の试验时は、3方向とも1hとする。上记表4及ぴ表6及表7に规定する加振时间による保证距离は10万Kmとし、机器个别に规定される保证距离に***じて加振时间を设定する。

    例:20万Km保证の场合:单位加振时间×2     2h/1h/1h

6-5 起引振动试验

 6-5-1 仕样:色々な周波数の振动を印加し、构成部品の劣化や潜在故障を引き出す。

 6-5-2 试验方法：供试品に人力装置及ぴ负荷装置を接收し、表8の条件で试验实施する。供试品は、供试品单体（B R K Tなし状态）で加振するものとする。起引财期は、最小振动周波数と最大振动周波数との间を1往复するのに要する时间であるまた、起引は连线的で、がつ指数的に变化させる。

            表8：起引振动试验条件

振动加速度   m/s2 （G）                            起引周波数 起引周期   试验时间H*3   通电条件                                                                

车种    エソヅソ****1 车室内   トテンク*** リフパーヒ*   その他*2     Hz        min    上下 左右 前后     V      

LL种    29。4[3]     19。6[2]  19。6[2]    29。4[3]    68。6[7]  10-200      15        4    2   2     14±0。5

LM种    39。2[4]     29。4[3]  29。2[4]    29。4[3]    68。6[7]  10-200      15       4    2    2     14±0。5

 S种    39。2[4]     29。4[3]  29。2[3]    39.2[4]     68.6[7]   10-200      15       4    2    2     14±0。5

 D种                                 个别协议にょる

注：（1）エンヅン本体、その他车体以外の部位を除ㄑ。

注：（2）エンヅン本体等の特定部位で、部位により振动试验仕样か规定されてぃる场合には、その规定に徒ラ。

注：（3）机器の取付け方向の规定がなぃ场合の试验时は、3方向とも4hとする。上记表8に规定する加振时间による保证距离は10万Kmとし、机器个别に规定される保证距离に***じて加振时间を设定する。

    例:20万Km保证の场合:单位加振时间×2     8h/4h/4h

6、耐振性

 6-1 耐振性仕样基本条件

  6-1-1仕样：机器の装着车种、部位にょり加振条件を定め、下记の试验を行なプ。また、机器の装着车种、及ぴ部位は次のょプに规定される。

        试验种类：

       （1）共振点检出试验   （2）振动强度试验

 （3）共振点加振试验   （4）起引振动试验

车种：（1）LL种：LLクラス   （G50、Y32、J30 等に相当する车种が该当）

（2）LM种：L、Mクラス （C33、R32、U12、P10、等に相当する车种が该当）
（3）S种 ：S、SSクラス（K10、B13、N14、等に相当车种が该当）

        装着部位：

（1） エンジンルーム（エンジシ本体、その他车体以外の部位を除ㄑ）

（2） 车室内

（3） トラクルーム

（4） リァパーセル

（5） その他（エンジン本体、及ぴぱね下等）

 6-1-2 试验の准备：

（1） 试验部品は、部品规格に规定された方法によつて、使用状态に近ぃ姿势で振动台に直接又は奴付け治具を用ぃて取付ける。

（2） 取付け治具を使用する场合には、机械的に十分な强度のものを用ぃて、かタや共振の生じなぃょラに取付ける。

（3） リード线やケープルのある部品につぃては、原则として实车相当の位置（实车でのクランプ位置）でリード线やケプリを固定する。

（4） 印加する振动加速度の测定は、振动台上又は取付け治具上にて行なうものとする。

（5） 原则として、试验部品には实负荷を接线し、通电状态にて试验を实施する。

工6-1-3试验设备：

（1） 振动试验に使用する设备は、动电型加振机、又は机械式加振机のぃずれかを使用する。

（2） 动电型加振机を使用する场合には、加振机からの磁气の漏れがあるてとが多ぃ为、磁气的影响を受けやすぃ机器、部品（スピードメーㄆ、リードスツチ等の磁气ヤンサ类を试验する场合には、漏***磁气や磁气的影响の有无を调ペるてと。

（3） 振动试验に使用する加振机は、所定の负荷（治具、机器—）を搭载した状态にて、供试品の取付け位置にぉける振动波形に含まれる高调含有率が25%以下のものを使用する。

（4） 振动周波数の起引方法は、原则として连统的でかつ对数的とする

6-6 试验手顺概略フロー：

              START                       起引振动试验             

共振点检出                                   •エニット单体                                                                                                           

（BRKTのみ）                                                           
 共振                                                                                               

点は50                        规定するG、时间で起                                                      

          Hz以下にあるか   YES               引振动试验实施                               
                             共振点记录                   

                   NO                                                                                  

                                           

    

                                                   素子强度      素子强度   


共振                                 O•K•    NO  设计变更
           点は50<f≤100                                                     

            Hzにあるが    YES
                            共振点记录                  YES                 

                    NO                        起引振动试验终了      END                   

                              


共振点                       注：起引振动试验における加振状态はエ

は50<f≤200hz                    ニット单体とする       
            にあるか?        YES                           
                    NO      共振点记录                    

      

共振点检出试验终了

         振动强度试验へ

共振点加振试验

（50-200Hz）

（BRKTのみ）                                                                       

                    50<f                各共振点につぃて规          BRKT共振        BRKT设

≤100hzにBRKT            定するG、时间で共          O•K(素子强度)  NO   计变更   

の共振点があつ     YES    振点加振试验实施

      が？
                       NO                                               YES

                       


100<f≤200            各共振点につぃて规            BRKT强           BRKT设
HzにBRKTの共振         定するG、时间で共         度O.K(素子强        计变更
 点があつたか？  YES    振点加振试验实施               度)        NO
                        NO                                               YES


   共振点加拓试验终了

     起引振动试验へ

振动强度试验

                                          各共振点につぃて规定するG、时间で振动

                                          强度试验实施f<33Hzとなるfoにつぃては
                                                       加振时间は各々、33/fo倍する各々の轴方

                 10≤f≤50HzにBRKT                          向につぃて共振点が复数存在する场合に    

                 の共振点があつたが?                   は夫々别の供试品にて试验する。    


                  规定するG、时间

                 で振动强度试验实施                                 

                                                                  BRKT强度

                                                                O.K(素子 强度)    YES                                         

BKRT强         NO

                   度O.K(素子强度)                                      NO
                               YES



                   振动强度试验终了

                  共振点加振试验へ

Ⅰ、总则

本图は  MIRROR ASSY –INSIDEの仕样书である。

设计、制造メー力ーは、专门メー力ーとしての技术を结集し下记条件を满足するょう详细仕样を决 

定原ぃます。

（1） 量产品の全てが要求性能を满足するてと。

（2） 原价、重量が最低となてと。
（3） 极力标准化を图るてと。
Ⅱ、适用法规

（4） MIRROR ASSY-INSIDEは实车取付状态で仕向地にた下记の法规を满足するてと。试验は室温にて行なう。

仕向地          法      规     规    格

国内       国内保安基准    第44条      [后写镜等]

北米        MVSS            11项        [REAR VIEW MIRRORS]

豪州        ADR             14-01项     [REAR VISION MIRRORS]

欧州        EEC             85/205       [REAR VIEW MIRRORS]

           ECE             NO.46-01     [REAR VIEW MIRRORS]

Ⅲ、试验场所の状态：

室温状态      温度：20±5℃、相对湿度65±20%とする。

Ⅳ、了解事项：

1、部品の生产にあたつては、提案图面の他に下记内容を担当设计课に提出し了解を得るてと。

（1） 木型承认：メーヵは型制作前に、外观形状が分かる木型モテル、测定データを提出するてと。

（2） 最终成形品：メー力ーは最终成形品、测定データを提出するてと。

（3） 色、绞、  ：提案サンプルを提出するてと。

（4） 文字、记号：提案サンプルを提出するてと。

（5） 部品を制作（试作、生产）する前に主要构造、强度、性能、コストを明确にして、担当设计课の了解を得るてと。

（6） 图面记入の品质を保证するテストデーㄆを提出し担当设计课の了解を得るてと。担当设计课ょリ要望が有つた场合、テスト后の部品（分割し内部の见えるもの）を速やかに提出するてと。

（7） 仕样（品质保证项目、注记）の新设、追加、变更したときも、（6）を实施のてと。

（8） 图示の有无を问わず、性能、构造、材质、表面处理、工法、重量等、品质にかゎる项目を变更する场合は、事前に（6）に基づき担当设计课の了解を得るてと。

（9） 提案图面は下记の项目を记入の上提出するてと。

·外形形状が作图できる寸法、断面形状、并ぴに法规适合寸法（造形面寸法は不要）

·主要接合部详细构造 （寸法.公差）
·变更の场合は变更理由(变更指示先)を图面注记样に明示のてと。

·担当设计课ょリ要望がつた场合、提案图面には补足资料として构成部品图を一式提出のてと。

Ⅴ、要求仕样

1、 指示寸法は、温度20±2℃相对湿度65±2%での值とする。

2、 法规对象寸法は、生产上の公差を含め+0.3とする。

3、 制品の肉厚·リブは、性能试验の结果によリ对策ガ可能なょう、当初よリ型构造成その他を考虑してぉㄑてと。又リぅ等の设定に际しては、担当高计课と协议するてと。

4、 图面に指示なき部分の寸法许容差は下表にょる。

呼ぴ寸法区分      寸法许容差      角R许容差     呼び寸法区分   寸法许容差     角R许容差

5以下           ±0.15         ±0.5         > 200≤350       ±1.1          ±20

> 5≤20          ±0.2          ±1           > 350≤500       ±1.5          ±30 
>20≤45          ±0.3          ±2           > 500≤800       ±2.2          ±40  

>45≤70          ±0.4          ±5           > 800≤1200      ±2.7          ±50

>100≤200        ±0.7          ±5   

制品表面の色、绞、绝は别に指定する见本に合わせるてと。

6、刻印文字、记号は文字原稿に合ゎせるてと。

   表示方法、表示位置は、提案图面に明记し担当设计课の了解をえるてと。（表示事项）是产纯正マク    
（NES D0031）

7、特に指示のなぃ场合、试验は下记に示す缔め付けトルにて正规使用状态に取リ付けて行なうてと。

M4• • • • •  1.25-1.86N.m {0.13-0.19kgf.m}

M5• • • • •  2.55-3.82N.m {0.26-0.39kgf.m}

M6• • • • •  4.41-6.47N.m {0.45-0.66kgf.m}          
M8• • • • • 10.89-15.69N.m {1.11-1.6kgf.m}
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